
江
東
区
労
連
佐
伯
克
利
議
長
は
、

日
本
は
ど
の
よ
う
な
国
際
問
題
に

直
面
し
て
も
、
国
の
方
針
と
し
て

「
戦
争
」
と
い
う
選
択
は
永
久
に

放
棄
し
、
戦
争
に
必
要
な
軍
備
は

一
切
も
た
な
い
。
日
本
国
憲
法
第

９
条
で
守
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は

世
界
に
誇
れ
る
憲
法
で
す
。
安
倍

内
閣
発
足
以
来
、
臨
時
国
会
で
は

改
憲
案
を
提
出
し
て｢

憲
法
９
条

改
悪｣

に
の
め
り
こ
ん
で
い
る
。

９
条
が
改
悪
さ
れ
れ
ば
、
自
衛

隊
が
海
外
に
派
兵
さ
れ
、
自
ら
も

他
国
の
人
を
殺
し
傷
つ
け
る
恐
れ

が
あ
り
、
日
本
が
戦
争
す
る
国
に

な
っ
て
し
ま
う
と
主
催
者
挨
拶
。

集
会
で
は
、
田
中
靖
子
民
商
副

会
長
、
江
東
社
会
福
祉
協
議
会
副

会
長
青
柳
浩
二
氏
、
江
東
市
民
連

合
真
太
隆
氏
が
決
意
表
明
。
日
本

共
産
党
江
東
区
議
団
を
代
表
し
山

本
真
区
議
が
連
帯
の
あ
い
さ
つ
を

行
い
ま
し
た
。

決
議
を
採
択
し
て
、
亀
戸
・
文

泉
公
園
ま
で
デ
モ
行
進
を
お
こ
な

い
ま
し
た

佐
藤
巌
会
長
は
活
動
報
告
で
、

「
３
年
前
の
安
倍
自
公
政
権
に
よ

る
「
戦
争
法
」
の
強
行
に
対
し
反

対
す
る
、
平
和
を
守
る
国
民
世
論

が
一
気
に
広
が
っ
た
」
と
述
べ
、

９
条
改
憲
で
戦
争
で
き
る
国
づ
く

り
を
め
ざ
す
動
き
に
、
反
対
す
る

国
民
世
論
に
依
拠
し
て
、
現
在
で

は
、
３
０
０
０
万
人
署
名
が
全
国

に
広
が
っ
て
い
る
。

守
る
会
と
民
医
連
と
共
同
し
て

１
万
人
を
対
象
に
「
健
康
で
文
化

的
な
最
低
限
の
生
活
」
の
あ
る
べ

き
〝
物
さ
し
〝
を
つ
く
る
た
め
に

リ
ア
ル
な
生
活
実
態
調
査
を
実
施

し
た
。
こ
の
調
査
は
、
公
平
で
公

正
、
科
学
的
根
拠
の
あ
る
調
査
で
、

低
所
得
者
の
暮
ら
し
を
守
る
「
武

器｣

と
も
な
り
、
大
い
に
活
用
し

ま
し
ょ
う
。

ま
た
安
倍
政
権
は
、
生
活
保
護

基
準
を
引
き
下
げ
る
生
活
保
護
法

本
体
の
改
悪
を
狙
っ
て
お
り
、
国

民
生
活
水
準
引
き
下
げ
る
こ
と
に

な
る
と
批
判
し
ま
し
た
。

｢

最
低
限
の
生
活
権
を
ま
も
る｣

こ
れ
が｢

生
活
と
健
康
を
守
る
会｣

生
命
力
で
す
。

区
内
の
都
営
住
宅
の
空
家
調
査

で
１
３
９
０
戸
の
空
家
が
あ
る
こ

と
が
判
明
し
、
結
果
は
都
の
調
査

と
一
致
し
て
い
る
こ
と
東
京
都
が

を
認
め
る
な
ど
、
都
営
住
宅
入
居

の
運
動
を
報
告
し
ま
し
た
。

総
会
来
賓
に
、
日
本
共
産
党
あ

ぜ
上
三
和
子
都
議
と
赤
羽
目
た
み

お
区
議
、
す
が
や
俊
一
区
議
、
畠

中
ひ
ろ
し
、
大
滝
の
ぼ
る
、
西
部

た
だ
し
氏
の
区
議
予
定
候
補
が
連

帯
の
挨
拶
を
し
ま
し
た
。

江東区の職場・地域、議会などくらし・
平和を守る運動をご紹介します。
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め
っ
き
り
寒
く
な
り
、
道

に
落
葉
が
降
り
注
い
で
い

ま
す
。
冬
支
度
に
慌
た
だ

し
い
年
の
暮
れ
に
な
り
ま

し
た
▼
今
年
の
漢
字
は
、

「
災
」
。
台
風
や
豪
雨
に

地
震
な
ど
が
日
本
列
島
に
甚
大
な

被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
資
本

主
義
の
害
悪
の
一
つ
に
地
球
環
境

の
破
壊
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

世
界
の
理
性
は
、
そ
の
解
決
の
た

め
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
Ｃ
Ｏ
Ｐ
24
を

開
催
中
で
す
▼
そ
こ
で
は
先
進
国

の
歴
史
的
責
任
が
問
わ
れ
、
丸
紅

や
東
電
の
東
南
ア
ジ
ア
や

イ
ン
ド
で
の
石
炭
火
力
発
電
の
計

画
が
槍
玉
に
あ
が
り
、
参
加
し
て

い
る
日
本
の
青
年
た
ち
を
辱
め
て

い
る
そ
う
で
す
▼
10
日
に
国
会
は

閉
会
。
週
末
の
８
日
未
明
の
参
議

院
本
会
議
で
は
、
財
界
が
要
求
す

る
外
国
人
労
働
者
受
け
入
れ
拡
大

の
た
め
の
改
定
入
管
法
、
日
本
の

農
漁
業
の
衰
退
を
招
く
改
悪
漁
業

や
日
欧
経
済
連
携
協
定
、
水
道
の

光
瀬
悦
民
営
化
ま
で
が
強
硬
採
決

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
民
意
に
そ
む

く
末
期
政
権
悪
あ
が
き
に
は
、
怒

り
を
通
り
こ
し
て
唖
然
と
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
▼
さ
れ
ど
、
自
民
党
の

改
憲
４
項
目
の
提
案
を
許
さ
ず
、

「
写
経
共
闘
」
な
る
造
語
が
象
徴

す
る
６
野
党
・
会
派
の
共
闘
の
前

進
は
希
望
で
す
。
「
あ
き
ら
め
な

い
」
勝
利
の
方
程
式
で
た
た
か
っ

て
い
る
沖
縄
に
続
い
て
、
来
年
を

市
民
と
野
党
の
共
同
で
絵
区
議
選
、

参
院
選
勝
利
の
年
に
し
た
い
も
の

で
す
。

【
訂
正
】
全
豪
の
「
潮
騒
」
17
行

目
「
中
国
人
へ
の
賠
償
を
西
松
建

設
に
命
じ
た
」
を
「
西
松
建
設
が

中
国
人
に
謝
罪
と
賠
償
を
す
る
こ

と
に
な
っ
た
」
に
訂
正
し
ま
す
。

11
月
27
日
、
東
京
都
国
保
運
営

協
議
会
が
開
か
れ
、
厚
労
省
が
10

月
22
日
に
示
し
た
納
付
金
等
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
と
仮
係
数
を
受
け
て
、

来
年
度
の
区
市
町
村
が
納
め
る
納

付
金
額
と
標
準
保
険
料
率
の
算
定

結
果
を
報
告
し
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
来
年
度
の
一
人
当
た
り
保
険

料
は
今
年
度
の
確
定
計
数
に
よ
る

保
険
料
よ
り
６
千
円
以
上
上
が
る

見
込
み
と
な
る
こ
と
が
示
さ
れ
ま

し
た
。

今
後
の
医
療
費
の
推
移
に
伴
う

確
定
計
数
の
見
直
し
や
23
区
統
一

保
険
料
方
式
を
継
続
す
る
と
し
て

設
定
に
よ
る
見
直
し
が
あ
っ
た
と

し
て
も
、
来
年
度
も
保
険
料
が
値

上
げ
と
な
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。

し
か
し
、
国
民
健
康
保
険
料
は
、

毎
年
値
上
げ
が
繰
り
返
さ
れ
、
こ

の
４
年
間
だ
け
で
も
一
人
平
均
で

年
額
約
１
万
９
千
円
の
値
上
げ
と

な
り
、
「
高
す
ぎ
て
払
え
な
い
」

な
ど
悲
鳴
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

共
産
党
区
議
団
は
国
民
健
康
保

険
料
を
１
万
円
引
き
下
げ
る
の
に

必
要
な
予
算
は
10
億
円
、
区
が
溜

め
込
ん
で
い
る
基
金
の
０
．
１
％

あ
れ
ば
実
現
で
き
る
こ
と
も
示
し
、

引
き
下
げ
を
求
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
日
本
共
産
党
は
、
国
の

政
策
と
し
て
、
政
府
に
対
し
１
兆

円
の
財
政
投
入
を
行
い
、
特
に
負

担
の
重
い
均
等
割
り
を
な
く
し
、

協
会
健
保
（
勤
労
者
が
加
入
）
並

み
の
ほ
け
官
僚
と
す
る
こ
と
を
提

案
し
て
い
ま
す
。

国
保
料
引
き
下
げ
求
め
る

大
き
な
運
動
を

11
月
27
日
「
憲
法
９
条
守
れ
！
消
費
税
10
％
増
税
や
め
ろ
！
11
・

27

江
東
区
民
集
会
」
が
猿
江
公
園
で
開
か
れ
ま
し
た
。
集
会
に

は
、
労
働
組
合
、
市
民
団
体
、
個
人
３
０
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

第
46
回
定
期
総
会

生
活
と
健
康
を
守
る
会

「
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
の
生
活
」

実
現
め
ざ
し

亀
戸
駅
北
口
で
12
月
２
日
江

東
市
民
連
合
と
下
町
亀
戸
９
条

の
会
が
合
同
で
、

８
日
に
は
、
下

町
亀
戸
９
条
の

会
が
、
３
０
０

０
万
人
署
名
の

宣
伝
・
署
名
に

相
次
い
で
取
り

組
み
道
行
く
人

に
署
名
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

11
月
25
日
、
総
合
区
民
セ
ン
タ
ー
で
第
46
回
江
東
生
活
と
健

康
を
守
る
定
期
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

写
真
：
猿
江
公
園
で
の
集
会

後
、
亀
戸
文
泉
公
園
に
向
け

て
デ
モ
行
進
を
進
め
る
参
加

者
。



「
ま
す
ま
す
拡
が
る
貧
困
と

格
差
、
そ
の
解
決
の
た
め
に
」

と
題
し
て
講
演
し
た
宇
都
宮

氏
は
、
ま
ず
、
日
本
の
相
対

的
貧
困
率
は
デ
ン
マ
ー
ク
と

比
較
す
る
と
著
し
く
高
く

（
厚
労
省
２
０
１
５
年
発
表
で

15
・
６
％
）、
近
年
少
し
も
改

善
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
示

し
た
上
で
、
貧
困
や
格
差
が

拡
大
す
る
中
、「
関
係
性
貧
困
」

と
い
っ
て
、
孤
立
し
た
家
族

の
無
理
心
中
な
ど
、
痛
ま
し

い
事
件
が
発
生
し
続
け
て
い

る
と
指
摘
し
ま

し
た
。

こ
う
し
た
貧

困
と
格
差
の
拡

大
に
対
し
て
政

府
は
、
「
財
政

難
」
を
理
由
に

し
な
が
ら
防
衛

費
は
６
年
連
続

増
加
さ
せ
、
生

活
保
護
費
は
じ

め
社
会
保
障
費

を
さ
ら
に
削
減
し
て
い
る
こ

と
を
告
発
。

そ
こ
で
解
決
策
と
し
て
①

最
低
賃
金
の
大
幅
引
き
上
げ
、

生
活
保
護
制
度
の
改
善
を
は

じ
め
、
普
通
に
働
け
ば
、
あ

る
い
は
失
業
や
病
気
な
ど
で

働
け
な
い
時
で
も
人
間
ら
し

い
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
こ
と
②
消
費
税
増
税
で
は

な
く
、
公
正
な
税
制
の
確
立

と
所
得
・
富
の
再
分
配
を
提

起
。
そ
の
た
め
に
も
、
私
た

ち
が
も
っ
と
税
や
財
源
に
つ

い
て
勉
強
す
る
必
要
が
あ
る

こ
と
、
を
強
調
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
宇
都
宮
氏
は
韓
国

の
ソ
ウ
ル
市
の
無
償
給
食
の

実
施
に
際
し
て
、
貧
し
い
児

童
生
徒
だ
け
の
選
別
的
福
祉

で
は
な
く
、
す
べ
て
を
対
象

に
す
る
普
遍
的
福
祉
な
ど
の

優
れ
た
事
例
を
紹
介
し
、
そ

こ
か
ら
学
ぶ
こ
と
の
重
要
性

に
つ
い
て
も
参
加
者
に
語
り

か
け
ま
し
た
。

川
上
氏
は
冒
頭
、「
日
本
の

消
費
税
（
大
型
間
接
税
）
の

導
入
が
検
討
さ
れ
始
め
た
時

期
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ベ
ト
ナ

ム
戦
争
敗
北
の
時
期
と
ほ
ぼ

一
致
し
、
そ
れ
は
米
軍
へ
の

資
金
支
出
（
思
い
や
り
予
算
）

の
拡
大
と
自
衛
隊
の
増
強
の

た
め
の
予
算
確
保
が
最
大
の

動
機
で
あ
る
。
自
民
党
が
一

般
消
費
税
の
導
入
を
決
定
し

た
の
は
、
１
９
７
８
年
12
月
。

翌
79
年
の
総
選
挙
で
自
民
党

（
大
平
内
閣
）
が
大
敗
し
て
頓

挫
し
た
」
と
消
費
税
の
歴
史

を
紹
介
し
ま
し
た
。

ま
た
、｢

軽
減
税
率｣

に
つ

い
て
「
消
費
者
に
負
担
増
、

中
小
業
者
は
存
続
の
危
機
に

お
か
れ
て
い
る
。
先
進
国
で

は
、
何
を
軽
減
の
対
象
に
す

る
か
で
業
界
と
政
治
家
の
間

に
取
引
（
癒
着
）
が
あ
り
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
軽
減
税
率

で
格
差
が
拡
大
し
て
い
る
と

し
て
見
直
し
の
機
運
が
高
ま
っ

て
い
て
、
消
費
税
問
題
が
破

綻
し
て
い
る
。
日
本
で
は
10

％
へ
の
増
税
の
裏
に
イ
ン
ボ

イ
ス
（
税
額
票
）
で
、
全
事

業
者
の
営
業
実
態
が
国
税
庁

の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
直
結
し

国
が
管
理
す
る
な
ど
、
国
民

支
配
の
と
ん
で
も
な
い
計
画

が
あ
る
」
と
指
摘
し
ま
し
た
。

経
団
連
の
「
活
力
と
魅
力

溢
れ
る
日
本
を
め
ざ
し
て
」

（
03
年
１
月
の
提
言
）
に
よ
る

と
、
消
費
税
を
16
％
ま
で
引

き
上
げ
る
と
と
も
に
、
年
金

と
医
療
を
国
民
の
自
助
努
力

に
押
さ
え
込
む
こ
と
を
政
府

に
要
求
し
て
お
り
、
来
年
10

月
の
消
費
税
率
引
き
上
げ
は
、

単
に
税
率
ア
ッ
プ
に
と
ど
ま

ら
ず
、
国
の
あ
り
よ
う
を
根

本
か
ら
覆
す
企
み
が
あ
る
と

し
て
、「
こ
の
こ
と
を
大
い
に

語
っ
て
、
増
税
阻
止
、
そ
し

て
消
費
税
の
廃
止
へ
力
を
あ

わ
せ
よ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

尾
林
氏
は
、
２
０
０
０
年

前
後
か
ら
、
公
の
施
設
の
指

定
管
理
者
制
度
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ

（
民
間
資
金
活
用
）
、
地
方
独

立
行
政
法
人
な
ど
、
自
治
体

行
政
を
民
間
に
大
幅
委
託
や

丸
投
げ
し
て
し
ま
う
動
き
が

全
国
の
自
治
体
で
起
こ
っ
た

が
、
そ
れ
ら
は
企
業
の
利
益

の
た
め
に
、
公
共
部
門
の
人

的
経
費
の
大
幅
削
減
が
本
質

だ
と
指
摘
し
ま
し
た
。

担
い
手
が
公
務
員
か
ら
民

間
の
非
正
規
・
派
遣
職
員
に

置
き
換
え
ら
れ
、
向
上
す
る

は
ず
の
民
間
サ
ー
ビ
ス
の
ノ

ウ
ハ
ウ
が
蓄
積
さ
れ
ず
、
業

務
内
容
の
水
準
低
下
が
避
け

ら
れ
な
か
っ
た
結
果
、
施
設

の
崩
落
事
故
、
指
定
管
理
者

の
保
育
園
や
青
少
年
施
設
で

の
死
亡
事
故
、
超
低
賃
金
と

過
酷
な
労
働
条
件
に
よ
る
職

員
の
集
団
退
職
と
施
設
の
閉

鎖
な
ど
、
全
国
の
発
生
事
例

を
紹
介
し
ま
し
た
。

尾
林
氏
は
ま
た
、
こ
の
事

態
を
重
く
見
た
総
務
省
が

「
指
定
管
理
者
制
度
の
運
用
に

つ
い
て
（
10
年
12
月
28
日
）
」

を
通
知
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
水

準
確
保
の
た
め
、
や
る
べ
き

で
な
い
事
例
を
事
細
か
に
例

示
し
た
こ
と
を
紹
介
。
こ
の

総
務
省
通
知
を
拠
り
ど
こ
ろ

に
、
区
当
局
に
対
し
て
、
丸

投
げ
を
許
さ
な
い
取
組
を
迫

れ
る
こ
と
を
提
起
し
ま
し
た
。

最
後
に
尾
林
氏
は
、
豪
華

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
導

入
の
動
き
を
、
導
入
段
階
で

阻
止
し
た
愛
知
県
西
尾
市
の

大
規
模
な
住
民
運
動
な
ど
、

自
ら
も
か
か
わ
っ
た
運
動
事

例
を
紹
介
し
、
学
習
会
参
加

者
を
励
ま
し
ま
し
た
。

新大橋と常盤の東が高橋と森下です。
た か ば し

1934(昭和9)年、高橋は、東元町・富川
ひがしもとまち と み か わ

町・西町と東森下町の一部を合併。森
ちょう に し ま ち

下は東・西森下町・東六間堀の一部で

す。1971(昭和46)年、高橋1丁目だけが

高橋となり、2～5丁目は森下3～5丁目

となりました。

地名は、高橋は橋の名から、森下は

酒井家(当時は幕府が旗本や大名に屋敷

地を与えた)の深い森があったのでよば

れていました。

高橋は、現在は1969(昭和44)年にか

けられた鉄橋ですが、昔は高くかけら

れた橋で、北斎が版画「たかはしのふ

じ」を描いています。このあたりは小

名木川の水運で働く人夫の休憩所で、1

813(文化10)年に百軒の貸長屋があり、

戦前まで木賃宿(自炊で薪代が宿賃)が
き ち ん や ど

多いところでした。

商店街通りには、庶民的料理屋、ど

じょう鍋の「伊せ喜」や桜(馬肉)鍋の

「みの屋」、握り鮨の元祖「松の鮨」

が人気でした。

また、鍛金、唐木細工、提灯、看板
た ん き ん か ら き ざ い く か ん ば ん

彫、釣竿などの職人たちの技は、区の
ぼ り

無形文化財に指定されています。

森下1丁目は、神明宮(寿老神)を造営
し ん め い ぐ う

し深川を開発した深川八郎右衛門が住

んでいた深川でいちばん古いところで

す。安政大地震や関東大震災では被害

のなかった神明宮も、東京大空襲では

全焼しました。

森下2丁目では、1873(明治6)年、河
か わ

原徳立による瓢池園陶磁器工場が日本
は ら の り た つ ひ ょ う ち え ん

で最初の輸出陶器をつくり、1890(明治

23)年にも、ドイツ人ワグネルの指導で

中沢岩太、和田維四郎が旭焼製陶所を
つ な し ろ う あさひやき

つくりましたが、二つとも愛知県に移

されました。

高橋の北にある深川小学校の前身は、

1871(明治4)年に、東大工町の加藤茂兵

衛門らが平野町1丁目にたてた「弘文舎」
こ う ぶ ん し ゃ

です。1875(明治8)年に公立深川小学校

となり、江東区で最も古い学校の一つ

で、1888(明治21)年に現在地に移りま

した。
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訂 抄

11
月
23
日
、
総
合
区
民
セ
ン
タ
ー
で
、
第
30
回
江
東
区
高

齢
者
集
会
が
同
実
行
委
員
会
主
催
で
開
か
れ
、
１
５
０
人
が

参
加
。
午
前
中
は
東
京
市
民
法
律
事
務
所
長
の
宇
都
宮
健
児

弁
護
士
の
講
演
、
午
後
か
ら
は
６
分
科
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

講
演
す
る
宇
都
宮
健
児
氏

11
月
14
日
、
消
費
税
廃
止
江
東
各
界
連
は
、
消
費
税
増
税
阻

止
の
学
習
会
を
総
合
区
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
。
消
費
税
を
な
く

す
全
国
の
会
世
話
人
の
川
上
允
（
ま
こ
と
）
氏
が
「
日
本
の
歴

史
の
な
か
で
消
費
税
を
考
え
る
」
と
題
し
て
講
演
し
ま
し
た
。

北
斎
「た
か
は
し
の
ふ
じ
」

12
月
12
日
、
総
合
区
民
セ
ン
タ
ー
で
「
市
民
と
政
治

を
つ
な
ぐ
江
東
市
民
連
合
」
主
催
の
学
習
会
が
開
か
れ
、

「
自
治
体
行
政
の
民
営
化
問
題
を
考
え
る
」
と
題
し
て
、

八
王
子
合
同
法
律
事
務
所
の
尾
林
芳
匡
（
お
ば
や
し
・
よ

し
ま
さ
）
弁
護
士
が
講
演
、
54
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

講演する尾林芳匡氏

☆

行
事
日
程

☆

○
１
月
５
日
（
土
）
10
時
30
分
～（
富
岡
八
幡
前
）

◆
消
費
税
増
税
反
対
宣
伝
・
署
名

○
１
月
11
日
（金
）15
時
～
19
時
ス
ナ
モ
１
階

１
月
13
日
（日
）13
時
～
17
時
ア
リ
オ
北
砂
１
階

◆
羽
田
増
便
問
題
国
交
省
説
明
展
示

○
１
月
21
日
（
月
）
18
時
30
分
～

◆
区
労
連
新
春
旗
開
き（
土
建
江
東
支
部
会
館
）

○
１
月
29
日
（
火
）
18
時
45
分
～

◆
前
川
喜
平
氏（
元
文
部
科
学
事
務
次
官
）
講
演
会

主
催
：
前
川
さ
ん
の
講
演
会
を
成
功
さ
せ
る
会

共
催
：
区
労
連
、
区
社
保
協
、
都
教
組
江
東
支
部

資
料
代
５
０
０
円

（
総
合
区
民
セ
ン
タ
ー
）

講演する川上允氏


